
独立行政法人農業環境技術研究所 第２回契約監視委員会議事概要

１．日 時 平成２２年１１月１０日（水）１３：３０～１７：００

２．場 所 農業環境技術研究所 来賓室

３．出席者 委 員：水谷委員長、今村委員、高橋委員、深谷委員

４．議 題

（１）契約状況の点検、見直しについて

① 平成２１年度、２２年度上半期に実施した競争性のない随意契約の審査

② 平成２１年度、２２年度上半期に実施した入札の結果１者応札・１者応募となったものの

審査

③ 平成２２年度上半期に一般競争入札を行った結果、落札率が９０％以上となったものでか

つ、２者以上が入札したものの審査

（２）その他

５．議事概要

（１）契約状況の点検、見直しについて

各委員へ事前に配布した関係資料に基づき、平成２１年度（第１回契約監視委員会の審査案件

を除く。）及び平成２２年度上半期までの個々の契約について審議を行った。各委員からの主な

意見は次のとおり。

① ２２年度上半期に実施した競争性のない随意契約の審査

○ 会計監査業務について、法人が選定した者を農林水産大臣に選任を求める際、競合他者

を含めた比較内容や評価等の判断材料を示すべきではないか。

○ 研究プロジェクト委託業務契約（再委託）について、共同研究機関の決定同様、変更に

ついても、その決定プロセスを記録に残すことが必要である。

② ２２年度上半期に実施した入札の結果１者応札・１者応募となったものの審査

○ 研究機器等保守契約について、機器等の製造メーカーによって保守取扱者が限定される

ため、競争性が確保しにくい。リース又は購入と保守を併せた一括契約として、使用期

間トータルでのコストメリットを生かすようにすべきではないか。また、予定価格調書

の作成に当たっては、保守の範囲等内訳を検討すべきではないか。

○ 放射能測定装置購入契約に係る仕様書は細かすぎるのではないか。研究上の必要性があ

れば明らかにしておくことが必要である。

○ 次世代ＤＮＡシーケンサー購入契約に係る仕様書では、特定の解析ソフトが指定されて

いる。仕様に巾を持たせても、キーポイント１点で特定の機器に終焉することにならな

いか。

③ 平成２２年度上半期に一般競争入札を行った結果、落札率が９０％以上となったものでか

つ、２者以上が入札したものの審査

○ 一者入札の解消には、可能な限り業者への積極的なアプローチが必要だと思われる、ま

た、入札公告を広く周知することが必要であり、ＲＳＳ情報サービスの導入を検討すべ

きである。

（２）その他

農林水産省農林水産技術会議事務局との研究プロジェクト受託研究契約について、平成２３年

度よりコンソーシアム契約方式に移行することについて説明を行った。各委員からの主な意見は

以下のとおり。

○ コンソーシアム協定締結に当たっては、費用の帰属関係について、現行の再委託契約書と

同様に明らかにしておくことが必要である。

以 上


